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【機密性２】
四国地方整備局における推進体制

i-Construction推進本部会議 （本部長：局長）

□ i-Construction導入におけるアクションプラン策定
□ 地方公共団体への普及活動
□ 建設業界への普及活動

i-Construction推進本部会議 幹事会 （幹事長：企画部長）

□ 推進本部会議に付議すべき事項について原案を作成

※実施体制（事務局）

【H28.3.14 設立】

※1 印の委員会については、当面の課題検討の場とし、本省委員会
の検討進捗状況に応じ、新たな場を検討する。

※2 必要に応じ、設立目的を修正する。

四国地方公共工事品質確保推進協議会
幹事会 ※1 （幹事長：企画部長）

施工時期の平準化

四国地方整備局技術開発協議会 ※1、※2
（構成：新技術活用評価委員会 整備局委員）

規格の標準化

四国情報化施工推進部会
（部会長：技術調整管理官）

ＩＣＴの活用

○部会長 技術調整管理官
○構 成

【内部メンバー】
技術開発調整官、総括技術検査官、⼯事品質調整官、技術管理課⻑、施⼯企画課⻑、
河川⼯事課⻑、河川管理課⻑、道路⼯事課⻑、道路管理課⻑、港湾空港整備・補償課⻑、
技術・評価課⻑、各事務所担当課

【外部メンバー】
各県建設技術担当課、(⼀社)⽇本建設機械施⼯協会四国⽀部、
(⼀社)⽇本建設機械レンタル協会四国⽀部、(⼀社)建設コンサルタンツ協会四国⽀部、
(⼀社)全国測量設計業協会連合会四国地区協議会、(⼀社)⽇本建設業連合会四国⽀部、
(⼀社)⽇本道路建設業協会四国⽀部、(⼀社)各県建設業協会
(⼀社)⽇本埋⽴浚渫協会四国⽀部、（⼀社）海洋調査協会

【オブザーバー】
国⼟地理院四国地⽅測量部、(独)⽔資源機構吉野川本部、⻄⽇本⾼速道路(株)四国⽀社

四国ＩＣＴ施工活用促進部会

ＩＣＴ施工技術の導入、普及促進を図るための取り組みを検討、企画することを目的
□ 建設業界への普及促進策の検討 □ 研修会、現場見学会等の企画
□ 新たな諸基準の運用周知 □ ＩＣＴ施工に関する情報共有

愛媛県

支援連絡協議会

香川県

支援連絡協議会

ＩＣＴの活用

（仮称） （仮称）

令和元年度以降、設置予定

平成30年7月23日設置 平成29年11月16日設置

令和元年度以降、設置予定

徳島

ＩＣＴモデル工事
支援協議会

（平成29年5月8日）

高知県
ＩＣＴモデル工事
支援連絡協議会

発展的に改組

四国地方整備局



【機密性２】

■モデル工事概要

［徳島県発注］
H29那賀川・土佐工区 那賀・和食
河川工事

◆対象土量
・路体（築堤）盛土 約12,000ｍ3
・法面整形 約 4,000ｍ2

■目的

国交省が全国に展開している現場支援型モデル事業を活用した協議会をH29「徳島モデル工事支援協議会」、H30 「高知県
モデル工事支援連絡協議会」を立ち上げ、このモデル工事をＩＣＴ活用工事のショーケースとして、更なる地域展開を促進。

丁張り不要の圧倒的な施⼯効率を体感データ作成講習により技能を習熟

県発注モデル工事の支援（H29徳島県 H30高知県）

◆自治体の発注者並びに受注者がモデル工事でＩＣＴ活用工事を体感することで不安を払拭し、メリットを実感。

◆モデル工事で創出されたノウハウについてコストを含めて公開することにより、ＩＣＴへの積極的な設備投資を促す。

四国地方整備局

［高知県発注］
県道高知南環状線社会資本整備総
合交付金工事

◆対象土量
・道路改良 L=100m
・盛土 約4,500ｍ3

■支援実施内容

ＩＣＴ活用支援チーム

ＩＣＴ機種選定の打合せ

ＩＣＴの導入効果調査

ＩＣＴの効果確認

ＩＣＴ現場見学会

適用事例の紹介

ＩＣＴ活用方法の提案

必要機材のアドバイス
データ作成の指導
ソフトウェア操作指導

＜支援の対象範囲＞

3D起工測量の計画立案

データ作成支援

ｿﾌﾄｳｪｱ操作指導

ＩＣＴ導入効果の評価
見学会の開催支援

ＩＣＴの提供企業ＩＣＴの継続・技術指導

ＩＣＴ活用計画の打合せ

実施

実施

実施

実施

ソフトウェアは
2ヶ月貸与

モデル工事

継
続

有
償

実施

■期待される支援効果

ICT活⽤計画書作成打合せ 現地状況把握

◆ＩＣＴ建設機械
・ＭＣバックホウ
・ＭＣブルドーザ
・締固め管理システム
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高知県ICT施工の取り組み事例

令和元年６月17日
高知県技術管理課



高知県のICT活用工事

試行要領

◆ ＩＣＴ土工 （H29～）
【対象工事】下記工種において、1,000ｍ3 以上の土工量を含む工事

◆ ＩＣＴ舗装工（H30～）
【対象工事】下記工種において、2,000m2以上の舗装工を含む工事

◆ ＩＣＴ浚渫工（H30～）
【対象工事】工事工種体系ツリーにおける下記の工種を含む工事

舗装工、付帯道路工
アスファルト舗装工、半たわみ性舗装工、排水性舗装工、透水性
舗装工、ｸﾞｰｽｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工、コンクリート舗装工

浚渫工
ポンプ浚渫工、グラブ浚渫工、硬土盤浚渫工、岩盤浚
渫工、ﾊﾞｯｸﾎｳ浚渫工

河川土工、海岸土工、砂防土工 掘削工、盛土工、法面整形工

道路土工 掘削工、路体盛土工、路床盛土工、法面整形工

2
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高知県におけるＩＣＴ活用工事の普及を促進し、建設現場における生産性向上を図ることを目
的に、平成30年７月に「高知県ICTモデル工事支援連絡協議会」を設立

高知県ICTモデル工事支援連絡協議会の開催時には「i-Construction講座」※も開催

第1回協議会の状況(2018.7.23) 第2回協議会の状況（2019.2.20）

7/23講演：国土交通省、 (株)大竹組 2/20講演：施工技術総合研究所、 (株)砂子組

※建設会社の経営者を対象とした意識改革に関する取り組み（講座）

高知県ICTモデル工事支援連絡協議会



4⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より 4

自治体における現場支援型モデル事業
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○ ICT活⽤⼯事を建設事業の⼤半を占める地⽅⾃治体⼯事に広めるため、
⾃治体発注⼯事をフィールドに現場⽀援型モデル事業を実施

⾼知県発注の⼯事
⇒国の発注する現場⽀援型モデル事業に選定

施⼯プロセス

① ３次元起⼯測量
② ３次元設計データの作成
③ ICT建設機械による施⼯
④ ３次元出来形管理等の施⼯管理
⑤ ３次元データの納品

⾼知県

施⼯技術総
合研究所森⽊組

• ICTを活用した施工計画立案支
援

• マネジメント提案
• 効果検証整理（歩掛調査等）

• 効果やメリット等の普及（講習会、
見学会等）

5⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

高知県における現場支援型モデル事業



現場概要

66

工事名 県道高知南環状線 社会資本整備総合交付金工事

施工業者 有限会社 森木組

工事箇所 高知県吾川郡いの町八田

工期 平成30年6月22日～平成31年2月4日

施工延長 L＝100m

道路土工 路床盛土 V=740m3
路体盛土 V＝4,670m3

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より
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施工計画立案
【現場環境の整理】
・高速道路が近接
・交通量の多い道路が近接
・施工面積が比較的狭い

【施工時の課題整理】
・カルバート側面の狭隘部の施工
・盛土量が少なめ

TLSを提案

カルバートを埋めてからのICT活用

ICTブルではなく、ICTバックホウでの
敷均し

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

施工計画の立案
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カルバートを埋めてからのICT活用

カゴマット

NO.20

河川境界

GH=13.25

FH=15.683

750 750

7 628

1.69%

64 3 000

64

3 000

2.00%

ICT施工

従来施工 カルバート部分の面的測量が困難
狭隘なためICT建機搬入不可

生産性向上につながらない場合は、全てをICT施工にする必要はない
※ただし、従来施工箇所は従来の管理が必要となる

この面まで仕上がって
から、地上型レーザー
スキャナによる起工測

量を実施

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

施工計画立案
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TLSを提案

地上型レーザースキャナー（TLS）

当該現場においては、高知自動車道が近接し、側道の交通量も多い。
したがって、安全面を考慮し、空中写真測量（UAV）による計測でなく、地上型レーザー
スキャナ（TLS）による計測を選定。

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

施工計画の立案
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ICTブルではなく、ICTバックホウでの敷均し

 全体盛土約5,400m³のうち、カルバート部分の盛土は従来施工となるた
め、ICT施工の盛土量が少なめ

当該現場数量 ICTブル標準作業量

路体（築堤）盛⼟量 1,390m³ 828m³/⽇

路床盛⼟量 610m³ 648m³/⽇

ICTブルドーザだと、
3日程度で終了してしまう

ICTバックホウ
による敷均し

締固め管理システム

レンタル期間が無駄となる？

作業は早くても建機は遊休し
てしまう・・・

高スピードでなく、細か
な作業ができ、敷均し以

外にも活用できる

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

施工計画の立案
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施工においてICTがさらに活用できるような場合は、
施工方法をカイゼンして行くことが重要

☝当該現場では、施工者様の工夫でカイゼンが行われた

路床での試験結果に合わせた転
圧回数とすることで、全体を一緒

に施工することができる☝

森⽊組 現場説明会資料より

施⼯⽅法のカイゼン
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ICT

従来

コスト比較（％）

起工測量（基準点測量除く） 施工用データの作成 数量算出 施工前キャリブレーション等

丁張設置 機械による施工 出来形管理等の施工管理 納品物作成作業

3
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6

6 128

300

11
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ICT

従来

のべ作業人日の比較（人日）
起工測量（基準点測量除く） 3次元設計データの作成 丁張設置 数量算出

施工前キャリブレーション等 機械による施工 出来形管理等の施工管理 納品物作成作業

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

ICT導入の効果（定量的効果）
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盛土作業日数の削減

施工日数の削減 従来：想定日数、ICT：実績日数
※建機による施工は、バックホウとローラーの、のべ建機稼働日数とする

3

6
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8

3

3

8

15

8

13

2

4

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

ICT

従来

施工日数の比較 起工測量（基準点測量除く）

施工用データの作成

施工前キャリブレーション等

丁張設置

機械による施工

出来形管理等の施工管理

納品物作成作業

以下のプロセスに着目し
た場合の施工日数

①起工測量
②設計データの作成
③建機による施工
④施工管理
⑤納品

全体で
20日の縮減

工期着手から⾬天や台⾵の影響
により、１１⽇間の休⼯が発⽣した
が、7日間の工期短縮となった

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

ICT導入の効果（定量的効果）
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• ①起工測量
• 精度確認結果にて従来のＴＳによる座標間距離と比較して誤差が極めて少ないのでＴＬＳ

は精度が高い。また従来手法と比較しても所要時間が短縮されている。今後はＵＡＶでの3
次元起工測量も行ってみたい。

• ②3次元設計データ作成
• 3日程度の講習ですぐに理解できて、実際にやってみたら思いのほか簡単だった。

• ③ICT建機による施工

• 丁張り作業が無くなったため、大幅に手間が軽減した（作業員）。またICT建設機械（バックホ

ウ）による敷均しも容易に行え、敷均し後順次、転圧システム搭載振動ローラーにて転圧が
行えたため、作業効率も向上した。

• ④３次元出来形管理等の施工管理

• 現場作業が大幅に減ったことから作業員の負担が軽減した（測量作業員）。

• ⑤3次元データの納品

• 成果物の作成・整理にかかる時間及び提出物が軽減された。

⼀般社団法⼈⽇本建設機械施⼯協会 施⼯技術総合研究所 i-Construction講座資料より

ICT導入の効果（定性的効果）



徳島県におけるＩＣＴ活用工事
の試行状況等について

徳島県県土整備部 建設管理課

1



本日の主な説明内容について

１．徳島県における「ＩＣＴ活用工事」の試行について

２．ＩＣＴ活用工事の実施状況（平成３０年度）

３．アンケート調査の結果について

４．今後の取組について

2



徳島県における「ＩＣＴ活用工事」の試行について

○本県の取組
・H28.8～ 国土交通省が実施する見学会等に参加
・H29.2.1   ＩＣＴ活用工事（土工）試行要領を策定
・H29.2.14   ＩＣＴ活用工事（土工）として公告（県工事第１号）
・H30.2.1  ＩＣＴ活用工事（舗装）試行要領を策定
・R01.5.1 ＩＣＴ活用工事（土工）試行要領を改定
・R01.5.1 ＩＣＴ活用工事（舗装）試行要領を改定

※H31.4.1 工事成績において加点評価

○本県の試行対象工事
（ＩＣＴ土工）
・当初請負対象金額が３千万円以上
・土工量が１千ｍ3以上
・工種が河川土工，海岸土工，砂防土工，道路土工
※ただし，これ以外でも受注者から希望があり，有効と判断する場合は実施可能
（ＩＣＴ舗装）
・車道部の舗装面積が２千ｍ2以上
・工種種別がアスファルト舗装工，半たわみ性舗装工，排水性舗装工，
透水性舗装工，グースアスファルト舗装工

※ただし，これ以外でも受注者から希望があり，有効と判断する場合は実施可能

「簡易型ICT活用工事」の導入

3



■発注時
・当初積算はＩＣＴ土工によらない従来積算
・対象工事は特記仕様書に対象工事であることを明記

徳島県における「ＩＣＴ活用工事（土工）」の試行要領について

～発注から実施まで～

4



■契約後（実施手続き）

・受注者がＩＣＴ活用工事を希望する場合は、契約後、発

注者に「ＩＣＴ活用工事（土工）計画書」及び「ＩＣＴ活用工事

（土工）施工予定体制」を提出し協議を行い、協議が整っ

た場合に実施

・実施した場合は設計変更で対応

徳島県における「ＩＣＴ活用工事（土工）」の試行要領について

ＩＣＴ活用工事（土工）

計画書

ＩＣＴ活用工事（土工）

施工予定体制

～発注から実施まで～

・ICT建機を使用しない工事
・例えば，①②④⑤のみでも可能

5



■発注時
・当初積算はＩＣＴ舗装によらない従来積算
・対象工事は特記仕様書に対象工事であることを明記

徳島県における「ＩＣＴ活用工事（舗装）」の試行要領について

～発注から実施まで～
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■契約後（実施手続き）

・受注者がＩＣＴ活用工事を希望する場合は、契約後、発注

者に「ＩＣＴ活用工事（舗装）計画書」及び「ＩＣＴ活用工事（舗

装）施工予定体制」を提出し協議を行い、協議が整った場

合に実施

・実施した場合は設計変更で対応

徳島県における「ＩＣＴ活用工事（舗装）」の試行要領について

ＩＣＴ活用工事（舗装）

計画書

ＩＣＴ活用工事（舗装）

施工予定体制

～発注から実施まで～
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■ＩＣＴ土工の実施箇所

○H３０年度は、３庁舎、４箇所で実施

ＩＣＴ活用工事（土工）の実施状況（平成30年度）

■実施状況（平成３０年度）

・ＩＣＴ（土工）は１９件の対象

工事を発注

・このうち３件でＩＣＴ活用工事

を実施

・ＩＣＴ（舗装）は４件の対象工

事を発注

・このうち１件でＩＣＴ活用工事

を実施
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ＩＣＴ活用工事 現場講習会の開催状況（平成３０年度）

東部1箇所・南部1箇所（計
2箇所）で現場講習会を実施

全体参加人数
65名（26社）

■技術の普及
・県発注工事で「ＩＣＴ活用工事・現場講習会」を実施

9



ICT活用工事
現場研修会

志度山川線舗装工事

平成31年2月1日

■座学による基礎知識の習得

■ＩＣＴ建設機械（ＭＣモータグレーダ）を用いた施工

■地上型レーザースキャナー
による測量実務

【参加者】

・県、市町村等職員：１５名
・建設企業等：１５名

ＩＣＴ活用工事 現場講習会の開催状況（平成30年度）
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ICT活用工事
現場研修会

芥附海部線道路改良工事

平成31年2月15日

■座学による基礎知識の習得

■ＩＣＴ建設機械（ＭＣバックホウ、ＭＧバックホウ）の試乗体験

■空中写真測量（ドローン）の実演

【参加者】

・県、市町村等職員：１３名
・建設企業等：２２名

ＩＣＴ活用工事 現場講習会の開催状況（平成30年度）

■３次元設計データ作成、３次元
出来形管理・３次元データの納品

11



アンケート調査について

対 象：ＩＣＴ活用工事を希望し実施した施工業者（１２社）

記載者：現場代理人，監理（主任）技術者 等

主な調査内容： ＩＣＴ活用工事の適用範囲

ＩＣＴ活用工事を実施してみて感じた効果

従来手法とＩＣＴ活用工事の作業日数・工数

再度ＩＣＴ活用工事を実施するための改善点

ＩＣＴ建設機械のオペレータへの調査 等

回答数 ：１２社（※一部の設問は９社）

※下請業者や協力会社が実施した作業は，聞き取りの上，記載を依頼

■効果の検証
・受注者にアンケート調査等を実施し、有効性や課題を検証

12



アンケート結果（ＩＣＴ活用工事を実施してみて感じた効果）

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成

実施してみて感じた効果について
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③ＩＣＴ建設機械による施工

実施してみて感じた効果について

アンケート結果（ＩＣＴ活用工事を実施してみて感じた効果）
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アンケート結果（従来手法とＩＣＴ活用工事の比較）

作業日数の比較（※ＩＣＴ活用箇所のみの比較）

47%

33%

46% 46%

32%

※従来手法の作業日数は想定値
15
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アンケート結果（再度ＩＣＴ活用工事を実施するための改善点）

改善点について

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成
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アンケート結果（ＩＣＴ建設機械のオペレータへの調査）

記載者 ：ＩＣＴ建設機械のオペレータ

調査内容：ＩＣＴ建設機械を操作してみての感想や，従来施工と比較して

良かったところ，悪かったところ等について

回答数 ：２０名（１２社）
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■従来施工と比較して良かったところ

・掘削及び盛土作業に、従来の方法より簡単に効率よく作業ができた（5年） 。
・重機から降りて確認することが無くなったので効率が良かったと思う（7年） 。
・操作がしやすく効率よかった（13年） 。
・無駄な操作や動きが少なくて済み、仕上げ調整が非常にスムーズに行えた（25年） 。

・モニターが見やすくて作業が容易であった（34年） 。
・ﾓﾆﾀｰを確認しながらのICT建設機械の操作をすることにより、設計値に対しての過不足を随時確認する
ことが出来た。曲線施工においても、密に設置された丁張りに頼らなくても施工することが出来た（30年） 。

・掘削作業においてマシンコントロールにより過堀が無くスムーズに作業できた（6年） 。
・はじめは信用していなかったが、精度が良くてびっくりしました。マシンコントロール機を使用したので、過
堀りの心配が無く作業が早く終わった。（15年）
・マシンコントロールにより過堀等余分な作業がなく作業能率がアップした（37年） 。

・盛土施工の能率アップ（6年）
・ブルドーザーのオペレータとして現場に行ったのですが、コントロール精度がすごく良く、丁張りの設置待
ちも無いのでとても早く作業が終わった（8年）
・転圧回数をﾊﾟｿｺﾝ上にて管理でき、従来の現場密度計測を省略でき、能率化が図れた（10年） 。
・撒出しの丁張を気にすることなく敷均しを行うことができ、1層ごとに精度よく施工できた（20年） 。
・ローラでの締固め時に、モニターを目視で確認するため転圧回数不足が一目で確認することができた
（20年） 。
・ブルドーザは従来では熟練者が目視と排土板の操作で行っていたことが、排土板を自動制御で施工す
るため若年者でも十分操作して扱うことができると分かった（31年） 。
・盛土作業において転圧回数及び転圧箇所が表示され作業効率が向上したかと思われる（37年） 。

※（）内は回答者の経験年数

施工状況を随時確認可，丁張りが不要

掘削：過掘がなく作業効率アップ

盛土：丁張りの設置待ちなし，現密の省略，転圧回数をモニタで確認

アンケート結果（ＩＣＴ建設機械のオペレータへの調査）
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■従来施工と比較して悪かったところ

・初めての作業なので重機搭載のマシンボックスにデータが入力されているか不安であった（37年）。

・天候によりGPSが、取りにくい時があり作業が、進まない時があった（13年） 。
・ＧＮＳＳ受信機が通信不能時間帯が生じる事（37年） 。
・気象条件、時間帯によりＧＮＳＳ受信機が通信不能時間帯があった（6年） 。

・掘削作業では、マシンコントロールによる掘削ではスムーズであった、バケットセットで、多少の誤
差が生じた（30年） 。

・万が一、機械の誤作動において施工した場合、気づくことが困難である（30年） 。

・パソコンが、故障したとき何日か作業ができなかった（5年） 。

・作業能率が盛土材料の搬入量に制約される（6年） 。

※（）内は回答者の経験年数

アンケート結果（ＩＣＴ建設機械のオペレータへの調査）

初めての作業であり不安

気象条件や時間帯により，ＧＮＳＳ受信機が通信不能

盛土の作業効率は，盛土材料の搬入量に左右される

19



ICT活用工事の施工体制について

・レンタル会社が占める割合が多く，特に③ＩＣＴ
建設機械の調達は８割がレンタル会社となって
いる。

・受注者は，下請を活用するケースもあり，自社
にＩＣＴ活用工事のノウハウが残りにくい。

・ただし，全て自社で実施している県内建設業
者も存在する。
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まとめ

アンケート調査結果より

・3次元起工測量やICT建設機械による施工など各段階において，生産性向上の効
果を確認

・従来手法とICT活用工事の比較結果より，全体作業日数は32％縮減しており，小
規模な県工事でも直轄工事と同様に効果を確認

・ICT建設機械のオペレータの意見も好評（丁張り不要，過掘ない，盛土の現場密度
試験を省略等）

・ただし，初めての作業で不安，気象条件等より作業を休止する必要があった，ICT
施工の効率は施工条件（盛土材料の供給，支障物件等）に左右されるなど，各段階
において課題を確認

ＩＣＴ活用工事の施工体制より

・下請けを活用するケースもあり，どのようにICTのノウハウを自社に残し，次に繋げ
ていくかが，今後の課題。
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・あらゆる機会で，ＩＣＴ活用工事に関する情報を提供

・県ホームページに徳島県の取り組み状況，講習会等の開催案内を掲載

・試行工事を活用して，建設企業や県及び市町村を対象とした現場講習会を引

き続き実施し，ＩＣＴの知識や技術習得に努めるとともに，県の工事規模における

活用効果や課題を検証

・アンケート調査を実施し，有効性や課題を検証

・ＩＣＴ活用工事を実施しなかった企業に理由等を聞き取り

今後の取組について

建設現場でのＩＣＴの普及・促進を図る
22



参考（徳島県ホームページ）

徳島県電子入札ＨＰ

徳島県のＩＣＴ活用工事

ＩＣＴ活用工事計画書 ＩＣＴ活用工事施工予定体制

イベント情報

提出書類の

適用基準

講習会の

ＩＣＴ活用工事の試行について
徳島県における

ダウンロード

開催報告
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ご清聴ありがとうございました。

24


